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【臨時レポート】 タイ 軍事クーデターについて 

 

 

BNY メロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社 

 

 

2014年5月22日、タイ陸軍のプラユット司令官は憲法を停止するとともに軍が国の全権を掌握したと発

表しました。タイでは、この数か月間にわたってタクシン元首相派と反対派との対立が続き、今月7日には

タクシン氏の妹であるインラック前首相が職権乱用を理由として憲法裁判所により失職させられてからは

実質的に政権不在状態となり、政治的混乱が悪化しつつありました。 

タイにおける軍事クーデターは、タクシン氏が失脚した2006年以来8年ぶり。この軍事クーデターを受

け、今後の社会・経済への影響が懸念されるところですが、5月23日現在、現地の銀行・証券業務は通常

通りに行われており、債券・株式など金融市場に目立った変動はみられていません。 

 

【今後の見通し】 

この数か月間、タイでは政情不安が続いており、既に経済活動は減速傾向を示しつつあります。2014

年1-3月期のGDP成長率は、前期比-2.1%（2013年10-12月期+0.1%）に落ち込みました。また、小売売上

高も2013年6月以来、前年同月比ベースでマイナスの状態が続いています。 

タイでは、これまでに何度となく軍事クーデターが生じてきましたが、その都度平和的な政治的再編が

行われてきた歴史がありますので、今回も深刻な内戦状態に陥るなどのリスクは回避される見通しであ

り、時間経過とともに事態は収拾に向かうだろうと期待しています。しかしながら、総選挙の実施時期は

少なくとも8月になる見込みであり、政治的安定を取り戻すにはもう暫く時間を要するでしょう。それまでの

間、タイ当局としては、現在2%の政策金利を引き下げるなどの手段により、景気の落ち込みを回避したい

意向でしょうが、それまでタイの通貨・債券市場はやや上値の重い展開が続くと思われます。 

 

BNYメロン・グループでは、タイをはじめとする新興国市場を取り巻く様々な要因について、引き続き注

視して参る所存です。 

 

以上 
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【ご参考】 
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＜投資信託に係るリスクについて＞ 

投資信託は一般的に、株式、債券等様々な有価証券へ投資します。有価証券は市場環境、有価証券の発行

会社の業績、金利の変動等により価格が変動するため、投資信託の基準価額も変動し、損失を被ることがあ

ります。また、外貨建の資産に投資する場合には、為替の変動により損失を被ることがあります。そのため、

投資信託は元本が保証されているものではありません。 

又、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国等が異なる

ことから、リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資に当たっては各投資信託の投資信託説明書（交付

目論見書）をご覧ください。 

 

＜投資信託に係る重要な事項について＞ 

 投資信託によっては、海外の証券取引所の休業日等に、取得、換金の申し込みの受付を行わない場

合があります。 

 投資信託によっては、クローズド期間として、原則として換金が行えない期間が設けられていることや、

1回の解約金額に制限が設けられている場合があります。 

 分配金の額は、投資信託の運用状況等により委託会社が決定するものであり、将来分配金の額が減

額されることや、分配金が支払われないことがあります。 

 

＜投資信託に係る費用について＞ 

投資信託では、一般的に以下のような手数料がかかります。手数料率はファンドによって異なり、下記以外の

手数料がかかること、または、一部の手数料がかからない場合もあるため、詳細は各ファンドの販売会社へ

お問い合わせいただくか、各ファンドの投資信託説明書（交付目論見書）等をご覧ください。 

投資信託の取得時：申込手数料、信託財産留保額 

投資信託の換金時：換金（解約）手数料、信託財産留保額 

投資信託の保有時：信託報酬、監査費用 

信託報酬、監査費用は、信託財産の中から日々控除され、間接的に受益者の負担となります。その他に有価

証券売買時の売買委託手数料、外貨建資産の保管費用、信託財産における租税費用等が実費としてかかり

ます。また、他の投資信託へ投資する投資信託の場合には、当該投資信託において上記の費用がかかるこ

とがあります。また、一定の条件のもと目論見書の印刷に要する実費相当額が、信託財産中から支払われる

場合があります。 

 

● 投資信託委託会社 

BNY メロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社 

金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第 406号 

〔加入協会〕一般社団法人 投資信託協会、 一般社団法人 日本投資顧問業協会 

 
本資料は BNY メロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社（以下、「当社」という。）が作成したものです。本資

料は投資に係る参考情報を提供することを目的とし、特定の有価証券の勧誘を目的として作成したものではありま

せん。また、当社が販売会社として直接説明するために作成したものではありません。当社は信頼性が高いとみな

す情報等に基づいて本資料を作成しておりますが、当該情報が正確であることを保証するものではなく、当社は、

本資料に記載された情報を使用することによりお客様が投資運用を行った結果被った損害を補償いたしません。本

資料に記載された意見・見通しは表記時点での当社の判断を反映したものであり、将来の市場環境の変動や、当

該意見・見通しの実現を保証するものではありません。また、当該意見・見通しは将来予告なしに変更されることが

あります。 

 


